
平成27年２月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 

四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

１．平成27年２月期第２四半期の連結業績（平成26年３月１日～平成26年８月31日） 

  

(注)  従来、当社営業店舗内の賃貸テナントにおける賃貸収入は、「営業外収益」の「受取家賃」に含めて表示する
とともに、関連する原価は「営業外費用」の「賃貸費用」に含めて表示しておりましたが、第１四半期連結会
計期間より「売上高」および「売上原価」に含めて表示する方法に変更したため、26年２月期第２四半期の売
上高および営業利益について遡及修正後の数値を記載しております。これに伴い、26年２月期第２四半期の売
上高および営業利益の対前年同四半期増減率は記載しておりません。 

  

  

２．配当の状況 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
  

３．平成27年２月期の連結業績予想（平成26年３月１日～平成27年２月28日） 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
 平成26年２月期の売上高および営業利益について遡及修正を行っているため、対前期増減率は遡及修正後の数値との
比較によるものであります。 
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（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年２月期第２四半期 92,765 6.8 1,025 17.3 1,481 15.6 1,412 26.1
26年２月期第２四半期 86,870 ― 874 ― 1,281 ― 1,120 ―

 

(注) 包括利益 27年２月期第２四半期 1,604百万円 ( 17.9％) 26年２月期第２四半期 1,360百万円 ( ―％)
 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭

27年２月期第２四半期 8.30 ―
26年２月期第２四半期 6.58 ―

 

（２）連結財政状態   
 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年２月期第２四半期 105,024 43,292 40.1 
26年２月期 104,789 42,330 39.3 

 

(参考) 自己資本 27年２月期第２四半期 42,073百万円 26年２月期 41,158百万円
 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年２月期 ― ― ― 1.00 1.00 

27年２月期 ― ―             

27年２月期(予想)         ― 1.00 1.00 
 

  (％表示は、対前期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 168,000 △3.1 2,300 81.9 3,000 40.1 2,500 54.3 14.68
 



※ 注記事項 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)  詳細は、四半期決算短信【添付資料】４ページ「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご
覧ください。 

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続きが実施中です。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。 

  

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  新規  ―社 (社名)          、除外  ―社 (社名) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 有 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年２月期２Ｑ 170,580,330株 26年２月期 170,580,330株 

② 期末自己株式数 27年２月期２Ｑ 276,400株 26年２月期 275,612株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年２月期２Ｑ 170,304,423株 26年２月期２Ｑ 170,305,301株 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や金融政策により、円高の是正や株式市

場の回復が進み、企業の収益改善や雇用・所得環境の改善が見られました。しかし４月以降は消費税増税に伴う駆

け込み需要の反動や台風到来・豪雨・長雨・低温などの天候不順によって全体の客数に影響が出て、個人消費の回

復時期が遅れるなど、一部においては先行きの不透明さを残しております。 

国内の家電小売業界におきましては、４月以降、増税特需およびＷｉｎｄｏｗｓＸＰサポート終了に伴うパソコ

ン買い替え需要の反動減や天候不順による季節関連商品の不調により主要商品の販売台数は前年同期を下回ったも

のの、付加価値型の商品を選択するお客様が増え、販売単価は上昇しました。 

このような状況の中、当社におきましては、消費税増税に伴う駆け込み需要によって、テレビ・レコーダーなど

のＡＶ商品、パソコン、冷蔵庫、洗濯機の主要商品はいずれも前年同期より伸長しました。特に、大型テレビは、

昨年より話題となっている高画質の４Ｋ対応テレビの品揃えの増加とお手頃な価格帯の充実により構成比が上昇

し、テレビ全体の販売単価を押し上げました。パソコン関連は、話題のタブレット「ＳｕｒｆａｃｅＰｒｏ」が発

売以降好調に推移したことにより、販売台数が伸長し、買い替え需要反動後のパソコン本体の減少をカバーしまし

た。エアコンは、昨年夏の猛暑以降順調に推移しておりましたが、今年は天候不順により低迷しました。一方で、

注目商品として健康ブームにのった「お茶プレッソ」や家庭で簡単に製麺できる「ヌードルメーカー」、寝具用掃

除機など、ライフスタイル提案型家電製品が好調に推移しました。通信関連商品は、春商戦以降各キャリアの料金

システム変更や販売促進策打ち切りなどで低迷しました。 

太陽光・リフォーム事業については、太陽光では政府補助金事業の終了および再生可能エネルギー政策の条件見

直しにより、売上高は減少しました。一方、キッチン、バス、トイレ、洗面所などの水まわりを主体としたリフォ

ーム事業においては、取り扱い店舗や売場を拡充したことにより大幅に伸長しました。 

海外事業におけるそれぞれの国別環境としては、インドネシアは大統領選・公共料金値上げ・最低賃金上昇、マ

レーシアは財政改革に伴う電気料金や燃料費上昇・物品サービス税（ＧＳＴ税）導入発表、シンガポールは店舗賃

料や人件費の慢性的な固定費上昇など、各国の運営に与える懸念のトレンドがあります。このような状況の中でも

当社は湾曲画面のカーブテレビ、４Ｋ対応テレビなどの高付加価値の新商品に力を入れ、また中間所得層の増加に

伴い伸長する白物家電、調理家電、美容商品を積極的に取り組むことで、海外事業全体としての業績は堅調に推移

しており、引き続き、成長市場であるＡＳＥＡＮ地域を中心に海外事業展開を推し進めます。 

当第２四半期連結累計期間における店舗の推移は、直営店では２店（海外のみ）の出店を行い、フランチャイズ

店では２店（うち海外１店含む）の出店と５店（うち海外１店含む）の閉鎖を行い、店舗の活性化を図りました。

その結果、当第２四半期連結会計期間末における店舗数は、直営店179店（うち海外32店含む）、フランチャイズ

店237店（うち海外42店含む）の総店舗数416店となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①家電小売業は、３月の消費税増税前の駆け込み需要が大きく貢献し、売上高は762億61百万円（前年同期比6.5％

増）となりましたが、営業利益は17億36百万円（前年同期比21.0％減）と増収減益となりました。 

②家電卸売業は、家電小売業と同じ要因により、売上高は136億３百万円（前年同期比10.3％増）となり、営業利益

は３億25百万円（前年同期比872.7％増）と増収増益となりました。 

③クレジット事業は、平成19年に信販会社との契約内容を変更し営業貸付金が減少したため、営業収益は24百万円

（前年同期比30.5％減）となり、営業利益は16百万円（前年同期比30.2％減）と減収減益となりました。 

④サービス事業は、消費税増税前の駆け込み需要により配達設置件数が増加したものの、天候不順によるエアコン

取付工事件数の減少により、売上高は19億25百万円（前年同期比2.3％減）となりましたが、営業利益は66百万円

（前年同期比43.4％増）と減収増益となりました。 

⑤その他は、主に建築工事の請負業における売上高の増加により、売上高は９億50百万円（前年同期比2.1％増）と

増収となり、製本・印刷業における赤字幅の減少などにより、営業利益は21百万円（前年同期営業損失６百万

円）と黒字転換いたしました。 
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以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は927億65百万円（前年同期比6.8％増）、営業利益は10

億25百万円（前年同期比17.3％増）、経常利益は14億81百万円（前年同期比15.6％増）および四半期純利益は14億

12百万円（前年同期比26.1％増）と増収増益となりました。 

  

なお、当社グループは、「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項 （４）追加情報」に記載のとおり、第１四

半期連結会計期間より、営業店舗内の賃貸テナントに係る損益の表示方法の変更をしており、遡及修正後の数値で

前四半期連結累計期間との比較を行っております。 

  

（２）財政状態に関する説明 

＜資産、負債および純資産の状況＞ 

（資産） 

流動資産は、主にたな卸資産が減少しましたが、現金及び預金およびその他に含まれる未収入金が増加したた

め、前連結会計年度末に比べ８億65百万円増加し530億27百万円（前連結会計年度末比1.7％増）となりました。

固定資産は、主に有形固定資産の建物及び構築物が減少したため、前連結会計年度末に比べ６億31百万円減少

し519億96百万円（前連結会計年度末比1.2％減）となりました。 

以上の結果、総資産は1,050億24百万円（前連結会計年度末比0.2％増）となりました。 

（負債） 

流動負債は、主に支払手形及び買掛金が増加したため、前連結会計年度末に比べ９億85百万円増加し334億48

百万円（前連結会計年度末比3.0％増）となりました。 

固定負債は、主に退職給付会計基準の改正に伴い退職給付に係る負債が増加しましたが、同改正に伴い退職給

付引当金および長期借入金が減少したため、前連結会計年度末に比べ17億12百万円減少し282億83百万円（前連

結会計年度末比5.7％減）となりました。 

以上の結果、負債合計は617億32百万円（前連結会計年度末比1.2％減）となりました。 

（純資産） 

純資産は、主に退職給付会計基準の改正に伴い退職給付に係る調整累計額が減少しましたが、四半期純利益の

計上により利益剰余金が増加したため、前連結会計年度末に比べ９億61百万円増加し432億92百万円（前連結会

計年度末比2.3％増）となりました。 

  

＜連結キャッシュ・フローの状況＞ 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ32億26百万円増加し、当第

２四半期連結会計期間末残高は91億93百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動で得られた資金は62億48百万円（前年同期は62億32百万円の使用）となりました。これは主にたな卸

資産の減少による増加42億67百万円、仕入債務の増加22億34百万円などの増加によります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動に使用した資金は１億52百万円（前年同期は69百万円の獲得）となりました。これは主に固定資産の

取得による支出４億94百万円、固定資産の除却による支出52百万円などの支出と、敷金及び保証金の回収による

収入２億52百万円、固定資産の売却による収入２億円などの収入によります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動に使用した資金は28億34百万円（前年同期は28億23百万円の使用）となりました。これは主に長期借

入金の返済による支出125億60百万円などの支出と、長期借入れによる収入100億円の収入によります。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期業績予想につきましては、平成26年４月18日に公表の平成26年２月期決算短信 ３.連結業績予想から修

正しておりません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

(退職給付に関する会計基準等の適用) 

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」と

いう。)および「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17

日。)が平成25年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、第１四

半期連結会計期間よりこれらの会計基準等を適用し、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給

付に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用を退職給付

に係る負債に計上しております。また、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額

の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取り扱いに従って、当

第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負

債として計上したことに伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しており

ます。また、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を当第２四半期連結累計期間の期

首の利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首のその他の包括利益累計額が719百万円減少し、利益剰余金が

246百万円および少数株主持分が０百万円増加しております。また、この変更による当第２四半期連結累計期

間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

  

（４）追加情報 

(営業店舗内の賃貸テナントに係る損益の表示方法の変更） 

従来、当社営業店舗内の賃貸テナントにおける賃貸収入は、「営業外収益」の「受取家賃」に含めて表示す

るとともに、関連する原価は「営業外費用」の「賃貸費用」に含めて表示しておりましたが、第１四半期連結

会計期間より「売上高」および「売上原価」に含めて表示する方法に変更いたしました。 

この変更は、当社において、店舗戦略として既存店の活性化を進める中で、テナントの誘致も含めた営業店

のマネジメントを行うという営業方針の決定に基づくものであり、事業運営の実態をより適切に表示するため

に行ったものであります。 

当該表示方法の変更は遡及修正され、前年四半期および前連結会計年度については遡及修正後の四半期連結

財務諸表および連結財務諸表となっております。 

この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「受取家賃」お

よび「営業外費用」の「賃貸費用」に含めて表示していた賃貸収入および関連する原価は、「売上高」に186百

万円組み替えるとともに、「売上原価」に89百万円組み替えております。 

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、投資その他の資産の「賃貸不動産」に表示していた1,023

百万円は、有形固定資産の「建物及び構築物」に948百万円、「土地」に75百万円組み替えております。 

なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年８月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 6,516 9,743 

    受取手形及び売掛金 5,599 6,444 

    たな卸資産 36,063 31,695 

    その他 4,158 5,272 

    貸倒引当金 △174 △127 

    流動資産合計 52,162 53,027 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 18,558 18,203 

      土地 12,403 12,410 

      その他（純額） 751 809 

      有形固定資産合計 31,713 31,423 

    無形固定資産 398 387 

    投資その他の資産     

      賃貸不動産（純額） 7,426 7,243 

      差入保証金 9,266 9,020 

      その他 3,875 3,972 

      貸倒引当金 △53 △50 

      投資その他の資産合計 20,515 20,185 

    固定資産合計 52,627 51,996 

  資産合計 104,789 105,024 
 

㈱ベスト電器(8175) 平成27年２月期 第２四半期決算短信

－　5　－



  

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年８月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 17,592 19,713 

    1年内返済予定の長期借入金 5,376 4,608 

    未払法人税等 256 179 

    賞与引当金 395 380 

    役員賞与引当金 3 ― 

    ポイント引当金 83 ― 

    資産除去債務 14 15 

    その他 8,740 8,550 

    流動負債合計 32,463 33,448 

  固定負債     

    長期借入金 15,800 14,008 

    販売商品保証引当金 1,794 2,104 

    退職給付引当金 2,866 ― 

    利息返還損失引当金 641 522 

    退職給付に係る負債 ― 3,411 

    資産除去債務 2,767 2,766 

    その他 6,127 5,470 

    固定負債合計 29,996 28,283 

  負債合計 62,459 61,732 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 37,892 37,892 

    資本剰余金 1,842 1,842 

    利益剰余金 1,366 2,855 

    自己株式 △270 △270 

    株主資本合計 40,831 42,320 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 327 447 

    為替換算調整勘定 0 △48 

    退職給付に係る調整累計額 ― △646 

    その他の包括利益累計額合計 327 △247 

  少数株主持分 1,171 1,218 

  純資産合計 42,330 43,292 

負債純資産合計 104,789 105,024 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

売上高 86,870 92,765 

売上原価 66,133 72,215 

売上総利益 20,736 20,549 

販売費及び一般管理費 19,862 19,524 

営業利益 874 1,025 

営業外収益     

  受取利息 24 21 

  受取家賃 327 341 

  持分法による投資利益 ― 5 

  未回収商品券受入益 ― 171 

  その他 340 213 

  営業外収益合計 691 753 

営業外費用     

  支払利息 140 108 

  賃貸費用 82 116 

  閉鎖店舗賃借料 8 11 

  持分法による投資損失 21 ― 

  その他 31 60 

  営業外費用合計 284 297 

経常利益 1,281 1,481 

特別利益     

  固定資産売却益 2 75 

  関係会社整理損失引当金戻入額 351 ― 

  その他 5 0 

  特別利益合計 359 76 

特別損失     

  固定資産売却損 17 ― 

  固定資産除却損 120 10 

  減損損失 79 ― 

  賃貸借契約解約損 181 ― 

  特別損失合計 397 10 

税金等調整前四半期純利益 1,243 1,547 

法人税、住民税及び事業税 78 98 

法人税等調整額 1 △0 

法人税等合計 80 97 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,163 1,449 

少数株主利益 43 36 

四半期純利益 1,120 1,412 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,163 1,449 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 10 119 

  為替換算調整勘定 180 △38 

  退職給付に係る調整額 ― 73 

  持分法適用会社に対する持分相当額 6 0 

  その他の包括利益合計 197 154 

四半期包括利益 1,360 1,604 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 1,230 1,557 

  少数株主に係る四半期包括利益 130 46 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 1,243 1,547 

  減価償却費 800 807 

  減損損失 79 ― 

  持分法による投資損益（△は益） 21 △5 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 25 △47 

  賞与引当金の増減額（△は減少） △151 △14 

  役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2 △3 

  ポイント引当金の増減額（△は減少） △186 △83 

  
関係会社整理損失引当金の増減額（△は減
少） 

△557 ― 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 194 ― 

  販売商品保証引当金の増減額（△は減少） 357 309 

  利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △130 △118 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― 148 

  受取利息及び受取配当金 △41 △47 

  支払利息 140 108 

  固定資産売却損益（△は益） 14 △75 

  固定資産除却損 120 10 

  賃貸借契約解約損 181 ― 

  売上債権の増減額（△は増加） △1,845 △857 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △3,435 4,267 

  仕入債務の増減額（△は減少） 155 2,234 

  未払消費税等の増減額（△は減少） △288 915 

  その他 △2,653 △2,615 

  小計 △5,958 6,481 

  利息及び配当金の受取額 41 47 

  利息の支払額 △139 △108 

  法人税等の支払額 △174 △171 

  営業活動によるキャッシュ・フロー △6,232 6,248 
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                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の預入による支出 ― △50 

  固定資産の取得による支出 △205 △494 

  固定資産の売却による収入 9 200 

  固定資産の除却による支出 △114 △52 

  投資有価証券の売却による収入 5 6 

  長期貸付けによる支出 △3 △1 

  長期貸付金の回収による収入 4 4 

  敷金及び保証金の差入による支出 △38 △20 

  敷金及び保証金の回収による収入 522 252 

  その他 △111 2 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 69 △152 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  長期借入れによる収入 ― 10,000 

  長期借入金の返済による支出 △2,688 △12,560 

  配当金の支払額 ― △169 

  その他 △135 △104 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △2,823 △2,834 

現金及び現金同等物に係る換算差額 210 △35 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,775 3,226 

現金及び現金同等物の期首残高 22,396 5,966 

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,621 9,193 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成25年３月１日  至  平成25年８月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材派遣業、不動産業および建築

工事の請負業等を含んでおります。 

２  セグメント利益又は損失の調整額△1,421百万円は、セグメント間取引消去32百万円および各報告セグメン

トに配分していない全社費用△1,454百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

３  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成26年３月１日  至  平成26年８月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 

            (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
その他 
(注) １ 

合計 
調整額 
(注) ２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注) ３ 

家電小売
業 

家電卸売
業 

クレジッ
ト事業 

サービス
事業 

計 

売上高                   

  外部顧客への 
 売上高 

71,599 12,334 35 1,970 85,939 930 86,870 ― 86,870 

  セグメント間の 
  内部売上高 
 又は振替高 

12 940 20 1,991 2,964 548 3,513 △3,513 ― 

計 71,612 13,274 56 3,961 88,904 1,479 90,383 △3,513 86,870 

セグメント利益又
は損失（△） 

2,198 33 23 46 2,302 △6 2,296 △1,421 874 
 

            (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
その他 
(注) １ 

合計 
調整額 
(注) ２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注) ３ 

家電小売
業 

家電卸売
業 

クレジッ
ト事業 

サービス
事業 

計 

売上高                   

  外部顧客への 
 売上高 

76,261 13,603 24 1,925 91,815 950 92,765 ― 92,765 

  セグメント間の 
  内部売上高 
 又は振替高 

8 549 18 1,240 1,815 682 2,498 △2,498 ― 

計 76,270 14,152 42 3,165 93,631 1,632 95,264 △2,498 92,765 

セグメント利益 1,736 325 16 66 2,145 21 2,166 △1,141 1,025 
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(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材派遣業、不動産業および建築

工事の請負業等を含んでおります。 

２  セグメント利益の調整額△1,141百万円は、セグメント間取引消去△48百万円および各報告セグメントに配

分していない全社費用△1,092百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

４ 「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項 （４）追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間

より、営業店舗内の賃貸テナントに係る損益の表示方法の変更をしております。この結果、遡及修正を行う

前と比べて、前第２四半期連結累計期間の家電小売業で、外部顧客への売上高が186百万円、セグメント間

の内部売上高又は振替高が12百万円およびセグメント利益が105百万円増加しております。また、セグメン

ト間の内部売上高又は振替高の調整額が12百万円、セグメント利益又は損失の調整額が７百万円減少してお

ります。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

該当事項はありません。  

  

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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